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　（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機構（以下、
JOGMEC）は、カナダ北西部のボーフォート海沿
岸陸上地域において、地下約 1000 ｍに存在する
メタンハイドレート層から減圧法によるメタンガ
スの産出試験に成功し、その成果を報告した１）。
本試験は経済産業省の「メタンハイドレート開発
促進事業」の一環として、2007 年 2 月にカナダの
天然資源省と共同で行われた。
　メタンハイドレートは、天然ガスの主成分であ
るメタン分子が、低温高圧の条件下で、水分子の
結晶構造の中に濃縮して取り込まれた氷状の固体
物質で（図表１）、新たな国産エネルギー資源とし
て期待されている。
　近年、日本近海海底の東部南海トラフにおいて、
商業生産に適した浸透性の高い砂層中に、国内天
然ガス消費量の 7 年分に相当する 5700 億 m3 も
の多量のメタンハイドレート濃縮層の存在が確認
され、西部南海トラフにもさらに約 10 倍の規模で、
濃縮帯が分布する可能性が確認されており、貴重
な国産エネルギー資源として、期待が高まってい
る。
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では、固体のメタンハイドレートを加熱分解し、
メタンガスを産出する原理であるが、生産に必要
なエネルギー投入量が大きいだけでなく、分解に
伴い生成する水の処理が難しく、連続生産も困難
であったため、実用化の障害となっていた。
　今回、適用された「減圧法」と呼ばれる生産技
術は、坑井内の圧力を減少させることで、メタン
ハイドレートを分解し、メタンガスを産出する原
理である。JOGMEC では、地中で減圧法によりメ
タンハイドレートから生成水をメタンガスと分離
し、再度地層に圧入する坑井システムを新たに考
案した（図表 2）。本システムにより、従来よりも
少ない投入エネルギーで、メタンハイドレートか
ら連続的なメタンガスの産出が可能となった。
　JOGMEC では、引き続き今年度末にカナダにて
第二期産出試験を実施する予定であるが、今回の
成果を踏まえ、日本近海のメタンハイドレート層
の条件に近い下部地層からも、減圧法によるメタ
ン産出の可能性を検証する計画である。
図表２　減圧法による坑井システム
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　メタンハイドレートの実用化の鍵を握るのが、
地中のメタンハイドレートからメタンガスを生産
する技術である。従来の生産技術である「温水法」
図表１　メタンハイドレート結晶構造
出典：参考文献 2）
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